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雑
録 

 
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
取
り
組
み 

 

熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

樋
口 

和
紀 

 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

 

第
一
章 

は
じ
め
に 

第
一
節 

熊
本
と
能
登
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業 

 

こ
れ
ま
で
国
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
は
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
の
東
日
本
大
震

災
等
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
熊
本
県
で
も
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
で

こ
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
他
、
熊
本
県
で
の

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
は
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨
や
二
〇
二
三
年
（
令
和
五

年
）
に
発
生
し
た
木
山
川
の
氾
濫
に
よ
り
浸
水
し
た
益
城
町
文
化
財
資
料

室
で
の
活
動
等
が
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
熊
本
県
で
行
っ
た
際
、
県
内
外
か
ら

の
支
援
や
協
力
の
も
と
、
特
に
熊
本
地
震
の
際
に
は
四
七
件
三
万
九
三
三

三
点
の
未
指
定
動
産
文
化
財
を
救
出
（
二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）

に
全
て
返
却
）
さ
れ
て
お
り
、
救
出
し
た
未
指
定
動
産
文
化
財
の
中
か
ら
、

江
戸
時
代
に
家
臣
が
預
か
っ
た
熊
本
藩
主
細
川
氏
愛
用
の
甲
冑
が
発
見

さ
れ
た
例
等
、
新
た
な
文
化
財
の
発
見
や
価
値
付
け
に
も
繋
が
っ
た
。
ま

た
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨
で
は
、
十
七
件
九
三
四
点
の
未
指
定
動
産
文
化

財
が
救
出
さ
れ
て
お
り
、
現
在
所
有
者
等
へ
の
返
却
手
続
き
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。 

 

今
回
、
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
一
月
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登
半

島
を
震
源
と
し
た
地
震
（
１
）(

以
下
、
能
登
地
震)

の
発
生
に
あ
た
り
、
熊
本

県
は
上
記
の
災
害
等
で
県
外
等
か
ら
の
多
大
な
支
援
を
受
け
て
い
た
こ

と
や
こ
れ
ら
の
災
害
等
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
十
二
月

ま
で
に
職
員
三
名
の
派
遣
を
含
め
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

 

本
稿
で
は
、
こ
の
能
登
地
震
に
際
し
て
行
わ
れ
た
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
被
災
文
化
財
等
救
援
事
業
（
以
下
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
）
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
て
い
く
。 

 

な
お
、
今
回
の
報
告
に
あ
た
り
、
文
化
材
レ
ス
キ
ュ
ー
実
施
時
の
写
真

の
掲
載
及
び
資
料
名
や
地
名
の
一
部
等
を
具
体
的
な
名
称
で
表
記
し
て

い
な
い
が
、
個
人
情
報
等
の
保
護
に
関
す
る
も
の
の
た
め
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。 

 
第
二
節 

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及
び
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
概

要 

 

能
登
地
震
は
、
特
に
石
川
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
石
川
県

他
十
の
府
県
で
四
二
六
件
の
文
化
財
の
被
害
が
生
じ
た(

２)

。 
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こ
の
地
震
を
受
け
、
石
川
県
か
ら
一
月
二
五
日(

富
山
県
は
二
月
六
日)

に

文
化
庁
へ
、
文
化
財
に
つ
い
て
の
救
援
要
請
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
文
化
庁
は
二
月
六
日
か
ら
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
及
び
被
災
建
造

物
復
旧
支
援
事
業
（
以
下
、
文
化
財
ド
ク
タ
ー
派
遣
事
業
）
を
立
ち
上
げ
、

同
事
業
を
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
に
委
託
し
た
。 

国
立
文
化
財
機
構
で
は
、
二
月
九
日
か
ら
文
化
財
防
災
セ
ン
タ
ー
を
事

務
局
と
し
て
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
と
被
災
建
造
物
復
旧
支
援
事
業

を
開
始
さ
れ
た
。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図１ 被災したのと里山海道（横田 IC～徳田大津 JCT） 

引用：石川県ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

図２ 地震による火災被害の様子（輪島市内） 

引用：石川県ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図３ 文化財レスキュー事業スキーム図 

引用：文化財防災センターHP 
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第
二
章 

熊
本
県(

県
文
化
課
及
び
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー)

の
対

応 

 

熊
本
県
は
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
等
が
実
施
さ
れ
る
前
よ
り
、
文

化
庁
、
石
川
県
、
富
山
県
及
び
新
潟
県
か
ら
、
熊
本
地
震
の
際
の
対
応
状

況
（
き
損
届
の
簡
略
化
や
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
人
員
体
制
）
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
対
応
や
情
報
提
供
（
県
文
化
課
）
を
行
っ
て
き
た
。 

 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
へ
の
協
力
要
請
は
、
三
月
二
七
日
に
九
州
・

山
口
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
実
行
委
員
会
（
３
）

の
事
務
局(

長
崎
県)

か

ら
実
行
委
員
会
の
加
盟
県
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
、
熊

本
県
で
は
関
係
各
課
で
調
整
を
行
い
、
県
文
化
課
か
ら
二
名(

派
遣
時
期

四
月
と
八
月)

、
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
名(

派
遣
時
期

六
月)

を
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
週
間
の
期
間
派
遣
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
九
州
・
山
口
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
実
行
委
員
会
の
ワ

ー
キ
ン
グ
会
議
等
で
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
に
関
す
る
報
告
や
情
報

の
共
有
等
を
加
盟
県
で
実
施
し
て
い
る
。 

 
 

 

第
三
章 

現
地
で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業 

第
一
節 

現
地
作
業
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
概
要 

 

本
章
で
は
、
筆
者
が
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
に
参
加
し
、
能
登
半
島

で
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
際
の
報
告
を
行
う
。 

 

筆
者
は
、
六
月
二
三
日
か
ら
二
九
日(

前
・
後
泊
込)

ま
で
の
一
週
間
で
、

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
輪
島
市
で
二
件
実
施
し
た(

詳
細
は
後
述)

。
ま
た
、

そ
の
際
の
同
期
間
内
で
筆
者
以
外
の
作
業
人
員
は
、
全
国
の
博
物
館
等
の

学
芸
員
等
（
国
立
文
化
財
機
構
職
員
含
む
）
が
一
週
間
当
た
り
十
二
名
程

度
で
あ
っ
た
。 

全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
別
表(

図
４)

に
詳
細
を
記

載
す
る
が
、
二
四
日
に
金
沢
現
地

本
部(

石
川
県
庁)

で
週
次
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
、
石
川
県
立
博
物
館
で

作
業
物
資
の
補
給
を
し
、
現
地
の

能
登
現
地
本
部(

能
登
町
立
柳
田

公
民
館
内)

へ
移
動
。
二
五
日
か
ら

二
八
日
の
午
前
中
ま
で
文
化
財
レ

ス
キ
ュ
ー
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
金

沢
駅
で
解
散(

十
六
時
頃)

で
あ
っ

た
。 

 

現
場
の
イ
ン
フ
ラ
環
境
は
、
筆

者
が
作
業
を
実
施
し
た
段
階
で

は
、
輪
島
市
中
央
部
の
ス
ー
パ
ー

や
道
の
駅
等
の
水
や
電
気
等
の
イ

ン
フ
ラ
設
備
の
復
旧
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
郊
外
の
個
人
宅
等
で
は

水
道
が
復
旧
し
て
い
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。 

      

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

図４ 全体のスケジュール 
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第
二
節 

現
地
作
業
（作
業
前
） 

 
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
は
、
市
町
村
の
担
当
者
等
か
ら
石
川
県
等
に
報
告

が
あ
っ
た
も
の
や
市
町
村
の
担
当
者
か
ら
現
地
能
登
本
部
に
連
絡
が
寄

せ
ら
れ
た
も
の
を
、
現
地
能
登
本
部
の
駐
在

員
（
以
下
、
現
地
駐
在
員
）
が
日
程
調
整
等
を

行
い
、
現
地
作
業
員
等
が
現
場
で
の
梱
包
作

業
等
を
実
施
し
た(

ス
キ
ー
ム
詳
細(

図
３))

。 

 
そ
の
際
、
レ
ス
キ
ュ
ー
作
業
で
必
要
な
梱

包
材
等
の
資
材
の
他
、
使
い
捨
て
式
防
じ
ん

マ
ス
ク
等
（
図
５
）
に
つ
い
て
も
、
現
地
能
登

本
部
で
支
給
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
通
常
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
で
は
、

十
二
名
程
度
を
二
班
に
分
け
て
一
週
間
で
四

か
ら
五
件
程
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
筆
者

が
参
加
し
た
際
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
対
象
の
一

件
あ
た
り
の
資
料
数
が
多
く
、
人
力
が
必
要

な
レ
ス
キ
ュ
ー
資
料
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

二
件
の
み
の
実
施
と
な
っ
た
。 

  

 

第
三
節 

現
地
で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
作
業 

 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
実
施
す
る
前
日
の
夕
方
（
一
部
、
当
日
の
朝
）、

現
地
駐
在
員
か
ら
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
対
象
の
資
料
数
や
種
類
等
の
最

新
情
報
の
共
有
が
行
わ
れ
た
後
、
梱
包
資
材
等
の
作
成
や
作
業
用
ラ
イ
ト

等
の
準
備
を
行
う
。 

 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
現
場
に
到
着
後
は
、
現
地
の
レ
ス
キ
ュ
ー
対
象

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
対
象
の
資
料
数
や
種
類
等
を
確
認
し
た
後
、
美
術
工

芸
品
等
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
と
美
術
工
芸
品
以
外
を
担
当
す
る
グ
ル

ー
プ
、
記
録
作
業
（
写
真
撮
影
、
点
数
確
認
等
）
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
作
業
を
実
施
し
た
。
現
場
で
は
、
現
地
駐
在
員
か
ら
共
有
を

受
け
て
い
た
内
容
か
ら
大
幅
に
異
な
る
場
合
（
４
）

も
あ
っ
た
が
、
一
時
的

に
梱
包
材
を
作
成
す
る
グ
ル
ー
プ
を
組
織
す
る
等
の
対
応
を
行
っ
た
。 

 

作
業
時
間
は
、
一
時
保
管
場
所
へ
の
運
搬
等
に
伴
う
時
間
を
除
い
て
１

日
と
半
日
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
統
括
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
時
間
配
分

等
を
考
え
、
作
業
を
差
配
し
た
。 

 

ま
た
、
作
業
に
つ
い
て
は
、
総
点
数
を
確
認
し
た
後
、
基
本
的
に
資
料

の
撮
影
と
薄
葉
紙
等
で
梱
包
作
業
を
実
施
し
、
小
型
の
も
の
に
つ
い
て
は

段
ボ
ー
ル
箱
に
複
数
点
入
れ
る
等
の
作
業
を
行
っ
た
。
特
に
今
回
の
作
業

で
は
、
現
地
が
輪
島
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
輪
島
塗
の
食
器
等
の
数
が
多

く
、
ま
た
、
薄
葉
紙
の
数
も
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
器
一
つ
一
つ
を

覆
わ
ず
、
器
同
士
の
接
地
面
に
薄
葉
紙
や
習
字
紙
等
を
か
ま
せ
る
等
の
対

応
を
行
っ
た
。 

 

資
料
運
搬
の
際
、
本
来
、
文
化
財
等
の
運
搬
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
の

入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
縦
に
積
む
こ
と
や
資
料
の
上
に
資
料
を
重
ね
、
一

時
保
管
場
所
へ
運
搬
し
た
後
、
保
管
場
所
内
で
他
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

資
料
と
混
在
し
な
い
よ
う
に
配
置
し
た
。
な
お
、
こ
の
資
料
の
縦
積
み
等

の
行
為
は
、
文
化
財
等
を
扱
う
上
で
本
来
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
行

為
で
あ
っ
た
が
、
運
搬
用
の
ト
ラ
ッ
ク
の
大
き
さ
や
輸
送
時
間
等
を
鑑
み
、

所
有
者
等
の
許
可
を
得
て
行
っ
た
。 

 

一
連
の
作
業
完
了
後
、
現
地
能
登
本
部
に
て
、
現
地
駐
在
員
へ
の
作
業

報
告
並
び
に
次
の
作
業
の
準
備
等
が
行
わ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ 支給資材表 
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第
四
章 

 

今
回
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
で
の
課
題 

 

 

今
回
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
を
経
験
し
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を

実
施
す
る
う
え
で
の
課
題
や
問
題
を
肌
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

課
題
と
し
て
は
、
薄
葉
紙
や
段
ボ
ー
ル
箱
等
の
資
材
不
足
、
一
時
保
管

場
所
の
確
保
等
の
多
々
あ
る
が
、
次
の
点
は
特
に
課
題
と
し
て
感
じ
た
。 

 

一
点
目
に
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
へ
参
加
す
る
人
員
の
不
足
で
あ
る
。

今
回
、
筆
者
が
参
加
し
た
六
月
末
時
点
で
、
文
化
遺
産
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
会
議
参
画
団
体
（
二
七
団
体
）
か
ら
の
参
加
申
込
が
減
少
し
て
お

り
、
現
在
、
経
験
者
の
再
度
参
加
の
要
請
や
参
加
期
間
の
短
縮
等
の
対
応

が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
な
お
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
へ
参
加
す

る
人
員
は
不
足
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
早
期
の
段
階
か
ら
各
都
道
府
県

の
文
化
財
保
護
行
政
主
管
課
等
に
参
加
申
込
の
呼
び
か
け
を
行
う
必
要

性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
５
）
。 

 

ま
た
、
六
月
以
降
に
は
改
善
さ
れ
て
い
た
が
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の

対
象
と
し
て
仏
像
や
絵
画
等
の
専
門
性
が
高
い
も
の
を
扱
う
際
、
そ
の
期

間
内
は
専
門
の
学
芸
員
等
を
集
中
さ
せ
る
等
の
対
応
も
早
期
に
出
来
れ

ば
と
考
え
る
。 

  

第
五
章 

能
登
で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
経
験
し
て 

 

本
県
職
員
の
中
に
は
代
替
わ
り
を
経
て
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
や

令
和
二
年
七
月
豪
雨
を
経
験
し
て
い
な
い
職
員
が
増
え
て
き
た
。
筆
者
も

令
和
二
年
七
月
豪
雨
で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
が
初
め
て
の
経
験
で
あ

る
。
今
回
、
能
登
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
に
参
加
し
た
事
は
、
水
害

と
は
異
な
る
災
害
で
は
あ
る
も
の
の
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
今
回
の

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
で
の
課
題
を
踏
ま
え
、
本
県
で
再
度
災
害
等
が

発
生
し
た
際
に
は
、
よ
り
よ
い
対
応
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。 

 
最
後
に
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
に
一
週
間
と
い
う
期
間
の
派
遣
を

許
可
し
て
い
た
だ
き
、
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
職
場
で
あ
る
博
物
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図６ 能登現地本部で資材準備の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 作業後報告・打合の様子 
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本
文
注 

（
１
）
気
象
庁
は
、
石
川
県
能
登
半
島
を
中
心
に
発
生
し
た
令
和
六
年 

一
月
一
日
十
六
時
十
分
頃
の
最
大
震
度
七
の
地
震
及
び
令
和
二
年 

十
二
月
以
降
の
一
連
の
地
震
活
動
に
つ
い
て
、「
令
和
六
年
能
登
半 

島
地
震
」
と
名
称
を
定
め
た
。
気
象
庁HP

「
令
和
六
年
能
登
半
島 

地
震
の
地
震
活
動
と
防
災
事
項
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト(

h
ttp

s://w
w
w
. 

d
ata.jm

a.g
o
.jp

/k
an

azaw
a/sh

o
sai/n

o
to
jish

in
p
o
rtal.h

tm
l 

最
終
確 

認
日 

二
〇
二
四
年
十
一
月
十
四
日) 

よ
り
引
用 

（
２
）
被
災
府
県(

山
形
県
、
福
島
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福 

井
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
京
都
府)

及
び
被
災
文
化
財
の 

件
数(

五
月
三
十
日
十
二
時
時
点)
は
、
文
部
科
学
省
「
令
和
六
年
能 

登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
情
報
（
第
四
十
報
）」
よ
り
引
用 

（
３
）
文
化
遺
産
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
参
画
団
体
の
構
成
団
体 

の
一
つ 

（
４
）
市
町
村
等
の
担
当
者
か
ら
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
救
援
要
請
が
行 

わ
れ
た
後
、
所
有
者
等
に
よ
り
家
宅
の
整
理
等
が
進
ん
だ
結
果
、
新 

た
に
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
対
象
と
し
て
追
加
さ
れ
た
場
合
。 

（
５
）
熊
本
県
（
県
文
化
課
等
）
に
は
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
参 

加
の
呼
び
か
け
は
な
く
、
九
州
・
山
口
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
実 

行
委
員
会
の
事
務
局
か
ら
の
呼
び
か
け
の
み
。 

 

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
九
日
受
付 

二
〇
二
五
年
二
月
二
十
七
日
受
理 


